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大
麻
を
巡
る
最
近
の
話
題

鈴
　
木
　
　
　
　
勉

は
じ
め
に

　

新
年
を
迎
え
て
初
詣
に
神
社
に
出
か
け
る
と
、
神
社
拝
殿

へ
の
礼
拝
時
に
用
い
る
鈴
縄
は
大
麻
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
白
川
郷
な
ど
の
合
掌
造
り
の
屋
根
床
に
も
大
麻
の
茎

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
大
麻
は
日
本
の
文
化
に

深
く
浸
透
し
て
い
る
。
一
方
、
大
麻
の
主
成
分
で
あ
るΔ

9-

テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル（Δ

9-T
H

C

）は
知
覚
、
思

考
、
情
緒
な
ど
に
影
響
を
与
え
精
神
変
容
を
引
き
起
こ
す
こ

と
か
ら
、
大
麻
が
乱
用
さ
れ
て
い
る
。
大
麻
の
乱
用
は
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
拡
散
し
て
い
る
。
一
方
、
わ
が
国
に
お
け

る
薬
物
乱
用
は
覚
醒
剤
が
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
大

麻
の
乱
用
が
明
ら
か
に
増
加
し
て
い
る
。
特
に
、
最
近
大
学

生
に
よ
る
ク
ラ
ブ
内
で
の
大
麻
乱
用
問
題
が
大
き
く
報
道
さ

れ
る
な
ど
、
乱
用
は
拡
大
し
て
お
り
こ
れ
を
食
い
止
め
る
必

要
が
あ
る
。
一
方
、
大
麻
由
来
成
分
の
医
療
上
の
有
用
性
も

明
ら
か
に
さ
れ
、
難
治
性
て
ん
か
ん
な
ど
の
治
療
に
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

厚
生
労
働
省
は
２
０
２
１
年
に「
大
麻
等
の
薬
物
対
策
の
あ

り
方
検
討
会
」を
立
ち
上
げ
て
大
麻
取
締
法
の
改
正
を
も
含

め
た
検
討
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
、
本
検
討
会
の
結
果
を
受

け
て
、
２
０
２
２
年
に
厚
生
科
学
審
議
会
医
薬
品
医
療
機
器

制
度
部
会
大
麻
規
制
検
討
小
委
員
会
を
開
催
し
、
大
麻
取
締

法
の
改
正
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
た
。
こ
の
大
麻
規
制
検

討
小
委
員
会
の
検
討
に
よ
り
大
麻
取
締
法
改
正
が
国
会
で
審

議
さ
れ
、
大
麻
取
締
法
及
び
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
国
会
を
通
過
し
、
令
和
５
年
12
月

13
日
に
交
付
さ
れ
た
１
）。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
大
麻
を
巡

る
最
近
の
話
題
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

大
麻
に
つ
い
て

　

大
麻
草
は
、
ア
サ
科
に
属
す
る
植
物
で
、
昔
か
ら
繊
維
や

種
子
な
ど
を
利
用
す
る
た
め
に
、
栽
培
さ
れ
て
き
た
。
改
正

大
麻
取
締
法
第
二
条
で「
大
麻
草
と
は
カ
ン
ナ
ビ
ス
・
サ

テ
ィ
バ
・
リ
ン
ネ
を
い
う
。」と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

第
二
条
２
項
に
は「
大
麻
と
は
、
大
麻
草（
そ
の
種
子
及
び
成

熟
し
た
茎
を
除
く
）及
び
そ
の
製
品（
大
麻
草
と
し
て
の
形
状

を
有
し
て
い
な
い
も
の
を
除
く
）を
い
う
。」と
定
め
ら
れ
て

い
る
。

　

大
麻
の
基
原
植
物
は
ア
サ
で
あ
り
、
バ
ラ
目
ア
サ
科
属
に

分
類
さ
れ
て
い
る
。
当
初
ア
サ
を
単
一
種Cannabis sativa

と
し
て
扱
っ
た
が
、Indian Cannabis strain

を
分
類
学
的

に
区
別
し
てCannabis indica

と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
ア
サ

Cannabis
属
はCannabis sativa L. subsp.

とCannabis 
sativa L. subsp. Indica

の
２
亜
種
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ア
サ
の
分
類
を
特
徴
づ
け
る
化
学
的
・
形
態
学
的

区
別
は
容
易
で
は
な
く
、
植
物
形
態
は
環
境
要
因
に
よ
っ
て

容
易
に
変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
全
て
の
ア
サ
にC

annabis 
sativa L.

を
用
い
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

従
来
の
大
麻
取
締
法
で
は「
大
麻
」と
は
大
麻
草（
カ
ン
ナ

ビ
ス
・
サ
テ
ィ
バ
・
エ
ル
）及
び
そ
の
製
品
を
い
う
。
た
だ

し
、
大
麻
草
の
成
熟
し
た
茎
及
び
そ
の
製
品（
樹
脂
を
除
く
）

並
び
に
大
麻
草
の
種
子
及
び
そ
の
製
品
を
除
く
、
と
さ
れ
て

い
た
。
今
回
の
法
改
正
で
、
法
律
名
も「
大
麻
取
締
法
」か
ら

「
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」と
変
わ
り
、
第
一

章
第
二
条
で「
大
麻
草
」と
は
カ
ン
ナ
ビ
ス
・
サ
テ
ィ
バ
・
リ

ン
ネ
を
い
う
。
ま
た
２
項
で
は
大
麻
と
は
大
麻
草（
そ
の
種

子
及
び
成
熟
し
た
茎
を
除
く
。）及
び
そ
の
製
品（
大
麻
草
と

し
て
の
形
状
を
有
し
な
い
も
の
を
除
く
）を
い
う
と
さ
れ
て

い
る
。

大
麻
の
成
分

　

大
麻
草（
カ
ン
ナ
ビ
ス
・
サ
テ
ィ
バ
・
エ
ル
）に
は
カ
ン
ナ

ビ
ノ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
多
く
の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
い

る
。E

lSohly

ら（
２
０
１
７
）の
報
告
２
）
で
は
大
麻
草
に

５
６
５
種
類
の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
カ

ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
が
１
２
０
種
類
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
の
中
で
主
要
な
成
分
はΔ

9-

テ
ト
ラ
ヒ

ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル（Δ

9-T
H

C

）と
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル

（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）で
す
。Δ

9-T
H

C

は
中
枢
神
経
系
に
作
用
し
て
精

神
の
変
容
な
ど
を
起
こ
し
、
大
麻
が
乱
用
さ
れ
る
原
因
物
質

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
はΔ

9-T
H

C

の
よ
う
な
精
神
の
変
容
な
ど
の
作
用
は
示
さ
ず
、
乱

用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
大
麻
草
各
部
位
のΔ

9-T
H

C

の
含

量
は
、
花
で
10
〜
12
％
、
葉
で
1
〜
2
％
、
茎
で
0
・
1
〜

0
・
3
％
、
根
は
0
・
03
％
以
下
と
報
告
さ
れ
て
い
る

（U
N

O
D

C
, 2009

）３
）。
こ
の
よ
う
に
大
麻
草
の
根
と
茎
の 

Δ
9-T

H
C

含
量
は
大
変
少
な
く
、
花
粉
に
はΔ

9-T
H

C

が
ほ

2
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と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
。

薬
理
作
用

　

Δ
9-

テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル（Δ

9-T
H

C

）は
脳
に

作
用
し
て
精
神
作
用
を
示
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

で
は
、Δ

9-T
H

C

の
作
用
部
位
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
？
先
行

研
究
でΔ

9-T
H

C

が
結
合
す
る
部
位
が
脳
内
だ
け
で
は
な
く
、

末
梢
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
り
、
中
枢
の
結
合
部
位
が

Cannabinoid
（CB

）1
受
容
体
、
末
梢
の
結
合
部
位
が
Ｃ
Ｂ

２
受
容
体
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｂ
１
受
容
体
の
中
枢
神

経
系
に
お
け
る
分
布
は
海
馬
、
大
脳
皮
質
、
線
条
体
、
黒
質
、

扁
桃
体
、
小
脳
に
多
く
分
布
し
、
脳
幹
や
視
床
に
は
少
な
い

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
受
容
体
が
存
在
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
脳
内
に
大
麻
様
の
物
質（
内
因
性
リ
ガ
ン

ド
）が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
先
人
の
検
討

に
よ
り
、
Ｃ
Ｂ
１
受
容
体
の
内
因
性
リ
ガ
ン
ド
と
し
て
ア
ナ

ン
ダ
ミ
ド
、
２-

ア
ラ
キ
ド
ノ
イ
ル
グ
リ
セ
ロ
ー
ル（2-A

G

）

な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
Δ

9-T
H

C

の
精
神
作
用
は
知
覚
機
能
、
思
考
過
程
、
情
動

お
よ
び
気
分
な
ど
に
現
れ
、
視
覚
、
聴
覚
の
異
常
、
時
間
、

空
間
的
認
知
の
異
常
、
思
考
過
程
の
異
常
、
被
暗
示
性
の
増

大
、
感
情
の
平
板
化
、
自
発
性
の
低
下
、
思
考
能
力
の
低
下

及
び
記
憶
障
害
を
起
こ
す
。
そ
の
作
用
は
喫
煙
者
の
性
格
、

生
活
歴
、摂
取
時
の
環
境
や
気
分
、あ
る
い
は
期
待
感
に
よ
っ

て
大
い
に
左
右
さ
れ
る
点
が
特
徴
で
あ
り
、
他
の
乱
用
薬
物

の
作
用
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
米
国
で
は
マ
リ

フ
ァ
ナ
非
喫
煙
時
よ
り
も
喫
煙
時
の
方
が
2
・
4
倍
自
動
車

事
故
に
繋
が
る
と
の
調
査
結
果
が
あ
る
。

　

次
に
、
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）は
Ｃ
Ｂ
１
と
Ｃ
Ｂ

２
受
容
体
に
対
し
て
非
常
に
低
い
親
和
性
で
あ
り
、
間
接
的

な
拮
抗
薬（
非
競
合
的
拮
抗
薬
）と
し
て
働
く
。
そ
の
た
め
、

Ｃ
Ｂ
Ｄ
はΔ

9-T
H

C

の
効
果
を
減
少
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は
Ｃ
Ｂ
１
受
容
体
の
密
度
を
上
げ
、

Ｃ
Ｂ
１
受
容
体
の
情
報
伝
達
経
路
でΔ

9-T
H

C

の
効
果
を
上

昇
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
る
。 

ま
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
は5-H

T
1A

受

容
体
の
部
分
作
動
薬
で
あ
り
、
抗
う
つ
、
抗
不
安
、
神
経
細

胞
保
護
な
ど
の
作
用
に
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
Ｃ

Ｂ
Ｄ
は
μ
お
よ
び
δ
オ
ピ
オ
イ
ド
受
容
体
の
間
接
的
な
作
動

薬
で
も
あ
る
。
Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
薬
理
効
果
は
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｒ
γ（
核
内

受
容
体
ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
属
す
る
タ
ン
パ
ク
質
で
あ

り
、
転
写
因
子
と
し
て
も
機
能
す
る
。
主
に
脂
肪
細
胞
に
分

布
し
て
脂
肪
細
胞
分
化
な
ど
に
関
与
す
る
ほ
か
、
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
や
血
管
内
皮
細
胞
な
ど
に
も
発
現
が
見
ら
れ
る
。）

の
作
動
薬
、
細
胞
内
カ
ル
シ
ウ
ム
の
上
昇
に
起
因
す
る
。
Ｃ

Ｂ
Ｄ
は
脂
肪
酸
ア
ミ
ド
加
水
分
解
酵
素
を
抑
制
し
、
内
因
性

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
で
あ
る
ア
ナ
ン
ダ
ミ
ド
の
濃
度
を
上
昇
さ

せ
て
薬
理
作
用
を
発
現
さ
せ
る
。

有
害
作
用

　

大
麻
の
有
害
性
と
し
て
、
認
知
に
及
ぼ
す
影
響
が
知
ら
れ

て
い
る
。
大
麻
やΔ

9-T
H

C

を
摂
取
す
る
と
用
量
依
存
的
に

記
憶（
作
業
記
憶
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
）が
障
害
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
大
麻
摂
取
前
に
固
定
さ
れ
た
古
い
記
憶
は
大
麻
摂

取
に
よ
る
影
響
を
受
け
な
い
。
ま
た
、
大
麻
に
よ
る
作
業
記

憶
障
害
は
情
報
の
保
持
よ
り
も
想
起
や
再
生
の
障
害
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
大
麻
は
成
人
に
比
べ
未
成
年
の
脳
機

能
や
認
知
機
能
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
例
え
ば
、
未
成

年
時
代
か
ら
大
麻
の
使
用
を
始
め
た
者
は
、
大
麻
を
止
め
て

10
ヶ
月
後
で
も
認
知
機
能
障
害
が
持
続
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
未
成
年
時
の
大
麻
使
用
は
休
薬
か
ら
3

〜
４
週
間
後
に
言
語
学
習
や
作
業
記
憶
の
障
害
は
回
復
す
る

が
、
注
意
機
能
障
害
な
ど
は
持
続
す
る
。
こ
の
よ
う
に
大
麻

を
止
め
て
も
持
続
す
る
障
害
に
は
海
馬
や
前
頭
前
皮
質
な
ど

が
関
与
し
て
い
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大

麻
を
早
期
に
止
め
る
こ
と
に
よ
り
、
脳
機
能
や
認
知
機
能
へ

の
影
響
は
最
小
限
に
留
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
速
や
か

な
大
麻
使
用
の
中
止
が
重
要
で
あ
る
。

依
存
性

　

大
麻
を
使
用
す
る
と
依
存
を
引
き
起
こ
す
が
、
そ
の
原
因

物
質
はΔ

9-T
H

C

で
あ
る
。
大
麻
使
用
に
よ
る
依
存
症
は

8
・
9
％
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
コ
カ
イ
ン
は

20
・
9
％
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
22
・
7
％
、
タ
バ
コ
は
67
・

5
％
で
あ
る
。
一
方
、
米
国
薬
物
乱
用
研
究
所（
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ａ
）

の
調
査
で
は
、
大
麻
の
依
存
症
は
10
歳
代
か
ら
使
用
し
た
人

が
17
％
、
毎
日
使
用
す
る
人
の
20
〜
50
％
に
認
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
北
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
で
は

大
麻
依
存
症
に
対
す
る
治
療
の
必
要
な
ケ
ー
ス
が
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
。
更
に
、
大
麻
は
身
体
的
依
存
を
形
成
し
な
い

と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
大
麻
の
退
薬
症
候
が
大
麻
常
用
者
の

50
％
に
発
現
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
退
薬
症

候
と
し
て
は
、
睡
眠
障
害
、
悪
夢
、
易
刺
激
性
、
怒
り
、
不

快
感
、
悪
心
な
ど
を
示
す
。
一
般
的
に
、
大
麻
の
使
用
中
止

後
1
〜
2
日
か
ら
退
薬
症
候
が
発
現
し
、
2
〜
6
日
後
に
最

大
と
な
り
1
〜
２
週
間
持
続
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
麻
は

精
神
的
依
存
だ
け
で
な
く
、
身
体
的
依
存
も
形
成
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
５
）。

国
際
条
約

麻
薬
に
関
す
る
単
一
条
約

　

依
存
性
薬
物
は
麻
薬
に
関
す
る
単
一
条
約（
１
９
６
１
）と

向
精
神
薬
に
関
す
る
条
約（
１
９
７
１
）に
よ
り
国
際
的
に
規

制
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
大
麻
を
含
む
麻
薬
、
後
者
は
向
精

神
薬
を
乱
用
の
危
険
性
や
医
療
上
の
有
用
性
を
考
慮
し
て
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル（
附
表
）Ⅰ
〜
Ⅳ
に
分
類
し
て
い
る
。
次
々
と
合
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成
さ
れ
る
新
規
精
神
作
用
物
質（N

ew
 P

sychoactive 
Substance: N

PS

）や
未
規
制
物
質
は
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）の
薬
物
依
存
専
門
委
員
会（
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
）で
条
約
の
種
類

や
規
制
の
レ
ベ
ル
を
検
討
し
て
、
国
連
の
麻
薬
委
員
会
に
答

申
さ
れ
る
。

　

麻
薬
に
関
す
る
単
一
条
約
に
お
い
て
大
麻
と
は
大
麻
草
の

花
ま
た
は
果
実
の
つ
い
た
枝
葉
で
、
樹
脂
の
抽
出
さ
れ
て
い

な
い
も
の（
枝
葉
か
ら
離
れ
た
種
子
及
び
葉
を
除
く
）、
大
麻

草
と
は
ア
サ
属
の
植
物
で
、
大
麻
樹
脂
と
は
大
麻
草
か
ら
得

ら
れ
た
樹
脂
で
分
離
さ
れ
た
も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
繊

維
及
び
種
子
に
関
す
る
産
業
上
及
び
園
芸
の
た
め
の
栽
培
に

は
適
用
さ
れ
な
い
。
大
麻
草
の
葉
の
悪
用
や
違
法
な
流
通
を

避
け
る
た
め
に
、
各
国
政
府
は
必
要
な
措
置
を
と
る
と
さ
れ

て
い
る
。
大
麻
、
大
麻
樹
脂
並
び
に
大
麻
エ
キ
ス
及
び
チ
ン

キ
は
麻
薬
に
関
す
る
単
一
条
約
の
附
表
Ⅰ
に
含
ま
れ
る
。
附

表
１
の
う
ち
、
特
に
危
険
な
特
性
の
た
め
特
別
な
統
制
措
置

（
製
造
等
の
禁
止
）を
求
め
る
も
の
が
附
表
Ⅵ
に
含
ま
れ
い

る
。
大
麻
は
附
表
Ⅵ
に
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
重
度
の
て
ん

か
ん
症
候
群
で
あ
る
レ
ノ
ッ
ク
ス
・
ガ
ス
ト
ー
症
候
群
お
よ

び
ト
ラ
べ
症
候
群
の
治
療
薬
と
し
て
エ
ピ
デ
オ
レ
ッ
ク
ス
が

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
Ｇ
７
諸
国
に
お
い
て
承
認
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
薬
品
と
し
て
の
有
用
性
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
２
０
２
０
年
12
月
に
附
表
Ⅵ
か
ら

大
麻
及
び
大
麻
樹
脂
が
削
除
さ
れ
、
附
表
Ⅰ
の
み
の
規
制
と

な
っ
た
。
こ
れ
が
、
大
麻
の
規
制
緩
和
と
捉
え
た
報
道
も
あ

る
が
、
規
制
緩
和
で
は
な
く
、
医
療
上
の
有
用
性
が
で
き
た

た
め
に
治
療
薬
と
し
て
使
用
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

措
置
と
理
解
し
て
頂
き
た
い
。

大
麻
取
締
法
の
改
正

　

今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
背
景
か
ら
、
従
来
の
大
麻
取

締
法
で
は
現
在
の
状
況
に
そ
ぐ
わ
な
い
事
項
が
出
て
き
た
。

そ
こ
で
、
厚
生
労
働
省
は
２
０
２
１
年
1
月
に「
大
麻
等
の

薬
物
対
策
の
あ
り
方
検
討
会（
座
長
：
鈴
木　

勉　

湘
南
医

療
大
学
薬
学
部　

学
部
長
）」の
開
催
要
領
を
決
定
し
、
立
ち

上
げ
、
８
回
に
渡
り
検
討
を
重
ね
た
。
開
催
概
要
は
第
１
回

（
令
和
3
年
1
月
20
日
）薬
物
対
策
の
現
状
と
課
題
、
第
２
回

（
令
和
3
年
２
月
25
日
）大
麻
を
取
り
巻
く
環
境
と
健
康
へ
の

影
響
、
第
３
回（
令
和
3
年
３
月
16
日
）再
乱
用
防
止
と
依
存

症
対
策
、
第
４
回（
令
和
3
年
3
月
31
日
）薬
物
の
適
正
使
用

と
講
演「
大
麻
由
来
医
薬
品
の
医
療
へ
の
活
用
」聖
マ
リ
ア
ン

ナ
医
科
大
学
脳
神
経
外
科
太
組
一
朗
、
第
５
回（
令
和
3
年

4
月
23
日
）と
り
ま
と
め
に
向
け
た
今
後
の
検
討
課
題
と
講

演「
日
本
の
麻
文
化
を
守
る
た
め
に
」日
本
麻
協
議
会
事
務
局

代
表
若
園
和
朗
、
第
６
回（
令
和
3
年
５
月
14
日
）と
り
ま
と

め
素
案
、
第
７
回（
令
和
3
年
5
月
28
日
）と
り
ま
と
め
案
、

第
８
回（
令
和
3
年
6
月
11
日
）と
り
ま
と
め　

で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
検
討
の
概
要
は
①
大
麻
取
締
法
で
は
、
大
麻
草
の

部
位
に
よ
る
規
制
を
行
っ
て
い
る
が
、
実
態
と
し
て
は 

Δ
9-T

H
C

と
い
う
有
害
成
分
に
着
目
し
て
取
締
り
を
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
規
制
す
べ
き
物
質
はΔ

9-T
H

C

で
あ
る
こ

と
か
ら
、
大
麻
草
が
含
有
す
る
成
分
で
あ
るΔ

9-T
H

C

に
着

目
し
た
規
制
に
見
直
す
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
②
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

勧
告
に
よ
り
大
麻
か
ら
製
造
さ
れ
た
医
薬
品
の
有
用
性
が
認

め
ら
れ
る
等
、
近
年
の
諸
外
国
の
動
向
や
そ
の
医
療
上
の
有

用
性
を
踏
ま
え
て
、
現
行
の
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
に

規
定
さ
れ
る
免
許
制
度
等
の
流
通
管
理
の
仕
組
み
の
導
入
を

前
提
と
し
て
、
大
麻
か
ら
製
造
さ
れ
た
医
薬
品
の
製
造
や
施

用
を
可
能
と
す
べ
き
で
あ
る
。
③
法
制
定
時
に
大
麻
の
使
用

に
対
す
る
罰
則
を
設
け
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る「
麻
酔
い
」は

現
状
に
お
い
て
確
認
さ
れ
ず
、
大
麻
か
ら
製
造
さ
れ
た
医
薬

品
の
不
正
使
用
の
取
締
り
の
観
点
や
他
の
薬
物
法
規
と
の
整

合
性
の
観
点
か
ら
、
大
麻
の
使
用
に
対
し
罰
則
を
科
さ
な
い

合
理
的
な
理
由
は
見
い
出
し
難
い
。
ま
た
、
使
用
に
対
す
る

罰
則
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が「
大
麻
を
使
用
し
て
も

良
い
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
受
け
止
め
ら
れ
か
ね
な
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
薬
物
法
規
と
同
様
、
大
麻
の
使

用
に
対
し
罰
則
を
科
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
が

多
か
っ
た
。
一
方
、
国
際
的
な
回
復
支
援
の
流
れ
に
逆
行
す

る
の
で
は
な
い
か
、
使
用
罪
の
導
入
が
大
麻
使
用
の
抑
制
に

繋
が
る
と
い
う
論
拠
が
乏
し
い
、
大
麻
事
犯
の
検
挙
者
数
の

増
加
に
伴
い
、
国
内
に
お
い
て
暴
力
事
件
や
交
通
事
故
、
ま

た
、
精
神
障
害
者
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
確
認
さ

れ
て
お
ら
ず
、
大
麻
の
使
用
が
社
会
的
な
弊
害
を
生
じ
さ
せ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
刑
罰
に
よ
り
罰
す
る
こ
と
は
孤
立

を
深
め
、
ス
テ
ィ
グ
マ
を
助
長
す
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
３

名
の
委
員
よ
り
反
対
意
見
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
④
刑
事
司

法
関
係
機
関
等
に
お
け
る
社
会
復
帰
に
繋
げ
る
指
導
・
支

援
、
医
療
提
供
体
制
に
係
る
取
組
の
継
続
及
び
地
域
社
会
に

お
け
る
本
人
・
家
族
等
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
に
よ
り
、
再

乱
用
防
止
と
社
会
復
帰
支
援
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

以
上
４
点
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
様
な
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
か
ら
約
一
年
後
に
厚
生

労
働
省
は
厚
生
科
学
審
議
会
医
薬
品
医
療
機
器
制
度
部
会
に

大
麻
規
制
検
討
小
委
員
会（
委
員
長
：
合
田
幸
広　

国
立
医

薬
品
食
品
衛
生
研
究
所　

所
長
）を
立
ち
上
げ
、
大
麻
法
改

正
に
向
け
た
更
な
る
検
討
が
令
和
4
年
5
月
25
日
か
ら
9
月

29
日
ま
で
４
回
に
渡
っ
て
行
わ
れ
た
。
本
委
員
会
で
の
検
討

内
容
は
以
下
の
４
点
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
①
国
際
整
合

性
を
図
り
、
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
観
点
か
ら
、
大
麻
か

ら
製
造
さ
れ
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
に
基
づ
く
承
認
を
得
た

医
薬
品
に
つ
い
て
、
そ
の
輸
入
、
製
造
及
び
施
用
を
可
能
と

す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
改
正
前
の
大
麻
取
締
法
で
は
大

麻
か
ら
製
造
さ
れ
た
医
薬
品
の
施
用
、
交
付
、
受
施
用
を
禁

止
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
②
他
の
薬
物
の
取
締
法
規
で
は

所
持
罪
と
と
も
に
使
用
罪
も
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
大
麻
に
つ
い
て
も
医
薬
品
の
施
用
・
受
施
用
等
を
除
き
、

そ
の
使
用
を
禁
止（
使
用
罪
）す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
薬

4
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厚
生
労
働
行
政
推
進
調
査
補
助
金　

医
薬
品
・
医
療
機
器

レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
行
政
研
究
事
業「
危
険
ド

ラ
ッ
グ
等
の
濫
用
防
止
の
よ
り
効
果
的
な
普
及
啓
発
に
関

す
る
研
究
」研
究
班
、
大
麻
問
題
の
現
状
、
真
興
交
易（
株
）

医
書
出
版
部
、
２
０
２
０

義
に
大
麻
を
追
加
す
る
。
③Δ

9-T
H

C

及
び
そ
の
塩
類
等
を

麻
向
法
に
お
け
る
麻
薬
に
追
加
す
る
。
④
そ
の
乱
用
に
よ
る

保
健
衛
生
上
の
危
害
が
発
生
し
な
い
量
と
し
て
政
令
で
定
め

る
量
以
下
のΔ

9-T
H

C

及
び
そ
の
塩
類
を
含
有
す
る
物
で

あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
麻
薬
を
含
有
し
な
い
も
の
を
、
麻
向

法
に
お
け
る
麻
薬
か
ら
除
外
す
る
。
⑤
大
麻
取
締
法
の
題
名

を「
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」に
改
め
る
。
同

法
は
、
大
麻
草
の
栽
培
の
適
性
を
図
る
た
め
に
必
要
な
規
制

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
麻
向
法
と
相
ま
っ
て
、
大
麻
の
乱
用

に
よ
る
保
健
衛
生
上
の
危
害
を
防
止
し
、
も
っ
て
公
共
の
福

祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
⑥
大
麻
草
の
栽
培
に

関
す
る
免
許
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
の
免
許
を
受
け
て
、

大
麻
草
か
ら
製
造
さ
れ
る
製
品
の
原
料
を
採
取
す
る
目
的
で

大
麻
草
を
栽
培
す
る「
第
1
種
大
麻
草
採
取
栽
培
者
」、
厚
生

労
働
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
、
医
薬
品
の
原
料
を
採
取
す
る

目
的
で
大
麻
草
を
栽
培
す
る「
第
二
種
大
麻
草
採
取
栽
培
者
」

及
び
大
麻
草
を
研
究
す
る
目
的
で
大
麻
草
を
栽
培
す
る「
大

麻
草
研
究
栽
培
者
」に
区
分
す
る
。
以
上
の
６
点
で
あ
る
。

こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一

年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
を
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
２
０
２
４
年
中
に
は
新
た
な
法

律
が
施
行
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

終
わ
り
に

　

大
麻
を
巡
る
最
近
の
話
題
と
し
て
、
大
麻
の
一
般
的
な
事

柄
、
成
分
、
薬
理
作
用
、
有
害
作
用
、
依
存
性
、
国
際
条
約

で
の
扱
い
、
更
に
大
麻
取
締
法
の
改
正
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

大
麻
取
締
法
の
改
正
を
受
け
て
、
大
麻
の
主
成
分
で
あ
る 

Δ
9-T

H
C

と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
医
薬
品
と
し
て
有
用
性
が
大
変
注
目

さ
れ
て
い
る
。
法
を
遵
守
し
な
が
ら
、
大
麻
成
分
の
可
能
性

が
よ
り
一
層
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

物
乱
用
者
に
対
す
る
回
復
支
援
の
対
応
を
推
進
し
、
薬
物
依

存
症
の
治
療
等
を
含
め
た
再
乱
用
防
止
や
社
会
復
帰
支
援
策

も
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
改
正
前
の
大
麻
取
締

法
で
は
大
麻
草
の
部
位
に
よ
る
規
制
で
あ
っ
た
が
、
成
分
に

着
目
し
た
規
制
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。
③
Ｃ
Ｂ
Ｄ
な
ど
の

大
麻
由
来
製
品
の
安
全
か
つ
適
切
な
流
通
の
確
保
の
た
め
、

Δ
9-T

H
C 

残
留
限
度
値
を
設
定
し
て
明
確
化
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
際
、
製
造
販
売
等
を
行
う
事
業
者
が
限
度
値

適
合
性
を
担
保
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
併
せ
て
買
い
上
げ

調
査
等
を
含
め
た
行
政
に
よ
る
監
視
指
導
等
に
よ
り
対
応
す

る
。
④
免
許
制
度
に
よ
る
適
正
な
管
理
の
下
で
、
現
行
法
の

繊
維
ま
た
は
種
子
を
採
取
す
る
目
的
に
加
え
、
新
た
な
産
業

利
用（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品
を
含
む
）、
医
薬
品
原
料
の
用
途
に
向
け

た
生
産
に
つ
い
て
も
栽
培
の
目
的
と
し
て
追
加
す
る
べ
き
で

あ
る
。
現
行
用
途
及
び
新
た
な
産
業
用
途（
医
療
原
料
用
途
を

除
く
）の
大
麻
草
の
栽
培
に
つ
い
て
、
0
・
2
％
の
よ
う
な
海

外
の
事
情
等
を
踏
ま
え
、
大
麻
草
の
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
含
有
量
の
上

限
値
を
設
定
し
、
種
子
の
管
理
に
よ
り
、
上
限
値
へ
の
適
合

性
を
確
保
す
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
上
限
値
以

下
の
産
業
用
途
の
大
麻
草（
低
Ｔ
Ｈ
Ｃ
大
麻
草
）の
栽
培
は
、

現
行
よ
り
も
栽
培
し
や
す
い
合
理
的
な
栽
培
管
理
規
制
や
免

許
制
度
と
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
欠
格
事
由
以
外
の
免

許
基
準
も
、
統
一
的
な
免
許
・
栽
培
管
理
基
準
と
し
て
明
確

化
し
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
。
産
業
用
途
の
大
麻
草
の
栽
培
は

適
し
た
免
許
権
者
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
医
薬
品
原
料
用

途
の
栽
培
は
国
に
よ
る
管
理
を
基
本
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
議
論
を
経
て
、
大
麻
取
締
法
及
び
麻
薬
及
び

向
精
神
薬
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
令
和
5
年

11
月
14
日
に
衆
議
院
を
通
過
し
、
12
月
6
日
に
参
議
院
を
通

過
し
た
。
主
な
、
改
正
点
は
①
大
麻
取
締
法
に
お
け
る
大
麻

か
ら
製
造
さ
れ
た
医
薬
品
の
施
用
・
受
施
用
等
を
禁
止
す
る

規
制
及
び
当
該
規
制
に
関
す
る
罰
則
規
定
を
削
除
す
る
。
②

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法（
麻
向
法
）に
お
け
る
麻
薬
の
定

5



（
公
財
）麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
　
理
事
長

藤
　
野
　
　
　
　
彰

　
「
愛
す
る
自
分
を
大
切
に
」、
だ
か
ら
薬
物
乱
用
は「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
思
い

起
こ
す
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
し
述

べ
て
き
ま
し
た
。
今
一
度
書
き
ま
す
。

　

か
つ
て
、
我
が
国
で
は
、
薬
物
乱
用
防
止
の
標
語
は
、
不
幸

に
し
て
乱
用
を
始
め
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
へ
向
け
て
と
思
わ
れ

る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
そ
こ
で
初
め
て
、
薬
物
に
手
を
染
め

て
い
な
い
人
々
を
対
象
に
す
る
標
語
が
創
ら
れ
た
の
で
す
。

　

お
母
さ
ん
が
子
ど
も
に
、「
ダ
メ
よ
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
て

は
。」「
あ
な
た
は
大
切
な
子
な
の
だ
か
ら
。」と
優
し
く
伝
え
、

相
互
に
愛
情
の
こ
も
っ
た
親
子
の
会
話
が
な
さ
れ
る
よ
う

に
、
と
創
始
者
た
ち
は
考
え
ま
し
た
。

　
「
覚
せ
い
剤
や
め
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
人
間
や
め
ま
す
か
。」

と
い
っ
た
、
そ
の
昔
の
標
語
の
延
長
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

全
く
新
し
い
発
想
で
し
た
。

　

薬
物
に
手
を
染
め
て
い
な
い
人
々
を
対
象
と
し
、
そ
の
人

た
ち
を
当
事
者
と
し
た
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
愛
す
る
自

分
を
大
切
に
」と
い
う
標
語
も
同
時
に
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
不
幸
に
し
て
薬
物
に
手
を
染
め
て
し
ま
っ
た

人
た
ち
に
は
、
手
を
差
し
伸
べ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
早

期
発
見
か
ら
、
治
療
、
教
育
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
、
更
生
お
よ

び
社
会
復
帰
に
至
る
ま
で
の
、
長
い
道
の
り
に
お
い
て
で
す
。

　

人
間
は
薬
物
を
や
る
も
の
だ
、
と
公
言
す
る
医
師
ら
が
い

る
と
の
報
告
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

も
し
万
が
一
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
ず
乱
用
防
止
に

あ
ら
ゆ
る
力
を
注
ぐ
べ
き
で
す
。
国
際
社
会
は
そ
の
よ
う
に

考
え
ま
し
た
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
半
世
紀
前
、
１
９
７
２
年

に「
１
９
６
１
年
の
麻
薬
に
関
す
る
単
一
条
約
」が
改
正
さ

れ
、
そ
の
対
象
と
な
っ
た
ひ
と
つ
の
条
項（
第
38
条
）が
次
の

よ
う
に
修
正
さ
れ
た
の
で
す
。

　

当
初
、〝
薬
品
の
中
毒
者
の
治
療
、
保
護
及
び
更
生
の
た
め

の
便
益
の
供
与
〟と
の
み
規
定
さ
れ
た
こ
の
条
項
は
、
ま
ず

〝
乱
用
の
防
止
に
特
別
の
考
慮
〟を
払
う
べ
き
こ
と
、
と
定
め

ら
れ
た
の
で
す
。

　

も
し
も
、
薬
物
乱
用
防
止
を
考
え
ず
、
そ
れ
を
蔑
ろ
に
す

る
か
の
ご
と
く
、〝
治
療
〟か
ら
の
み
考
え
始
め
る
医
師
が
い
た

と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
国
際
社
会
に
お
い
て
半
世
紀
前
ま

で
の
、
古
色
蒼
然
と
し
た
考
え
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

条
約
は
ま
た
、
乱
用
防
止
と
い
う
〝
一
次
予
防
〟に
加
え
、

「
早
期
発
見
、
治
療
、
教
育
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
、
更
生
お
よ

び
社
会
復
帰
の
た
め
」「
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
措
置
を
と
り
」、

ま
た「
相
互
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
」と
規
定
し
ま
し
た
。

　

も
し
も
、「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」と
い
う
標
語
に
つ
い
て
の

誤
っ
た
受
け
取
り
方
が
あ
れ
ば
、
共
に
正
す
べ
き
性
質
の
も

の
で
す
。
例
え
ば
、
薬
物
乱
用
者
を
社
会
か
ら
疎
外
す
る
も

の
だ
と
い
う
よ
う
な
、
誤
解
・
曲
解
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

標
語
が
造
ら
れ
た
原
点
に
立
ち
戻
っ
て
、
正
確
な
情
報
を
伝

え
る
べ
き
で
す
。

　

そ
し
て
、
薬
物
乱
用
防
止
活
動
と
は
、
た
だ
標
語
を
唱
え

れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
今
日
に
お
け
る
〝
目
的
〟は
、
病
気
の
治
療
以
外
に

は
薬
物
を
使
わ
な
い
と
い
う
〝
マ
イ
ン
ド（m

ind

）〟を
育
て

る
こ
と
に
あ
る
、
と
我
々
は
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う

〝
マ
イ
ン
ド
〟と
は
、
心
で
あ
り
、
知
性
で
あ
り
、
考
え
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
若
者
た
ち
が
自
分
自
身
の
頭
で
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
仕
向
け
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
薬
物
を
娯
楽
目

的
に
な
ど
使
わ
な
い
こ
と
を
。
そ
し
て
苦
し
く
て
仕
方
の
な

い
状
況
に
お
ち
い
っ
た
と
し
て
も
、
薬
物
に
逃
げ
る
こ
と
は

し
な
い
た
め
に
。

　

今
日
、そ
こ
で
創
意
工
夫
を
施
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
、我
々

は
そ
れ
を
可
能
に
す
る
情
報
を
提
供
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
〝
マ
イ
ン
ド
〟を
育
て
る
た
め
に
、
新
た
に
、
ど
の

よ
う
に
行
う
か
が
課
題
で
す
。
難
し
い
こ
と
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
創
意
工
夫
が
必
要
な
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
犯
罪
が
人
間
社
会
か
ら
一
切
な
く
な
る
こ
と

は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
犯

罪
防
止
活
動
を
止
め
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
薬
物
問
題

も
同
じ
で
す
。
薬
物
乱
用
を
、
人
を
取
り
巻
く
状
況
や
環
境

の
せ
い
に
す
る
の
は
、
議
論
の
す
り
替
え
で
す
。

　

薬
物
依
存
に
陥
り
や
す
い
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
抱
え
る
人

た
ち
に
、
ま
た
す
で
に
薬
物
乱
用
を
経
験
し
、
そ
の
後
の
社

会
復
帰
へ
向
け
て
困
難
な
状
況
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
人
び

と
も
含
め
、
支
援
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
、
我
々

は
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
薬
物
に
よ
っ
て
、
よ
り
深
刻
な
状
況
に
陥
り

や
す
い
人
た
ち
に
こ
そ
、
薬
物
乱
用
に
手
を
染
め
な
い
よ
う

に
一
次
予
防
の
働
き
か
け
が
大
切
だ
と
も
。
乱
用
防
止
と
い

う
一
次
予
防
に
加
え
、
早
期
発
見
、
治
療
、
教
育
、
ア
フ
タ
ー

ケ
ア
、
更
生
お
よ
び
社
会
復
帰
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ら
が
一

つ
も
欠
け
る
こ
と
な
く
、
常
に
一
体
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
。
そ
の
順
番
は
間
違
え
て
は
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
世
紀
あ
ま
り
前
に
国
際
麻
薬
規
制
が
始
ま
り
、
我
々
の

先
人
た
ち
の
絶
え
間
な
い
た
た
か
い
、
創
意
工
夫
、
政
治
体

制
を
超
え
て
の
協
力
に
よ
っ
て
、
条
約
体
制
は
進
化
し
て
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
日
本
は
、
条
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
そ
っ
て
、
地

道
に
薬
物
乱
用
防
止
の
努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

我
々
は
岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い

る
、
新
た
な
創
意
工
夫
を
、
共
に
考
え
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
れ
を
日
本
か
ら
世
界
へ
発
信
す
る
た
め
に
も
。
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